
こ
れ
ら
の
収
納
箱
の
多
く
は

道
路
脇
に
雨
ざ
ら
し
で
置
か
れ

て
い
る
た
め
劣
化
し
や
す
く
、

順
次
取
り
替
え
て
い
る
。

昨
年
度
、
自
治
連
合
会
の
山

岡
弘
幸
消
防
部
長
ら
が
調
査
を

し
た
際
、
底
の
抜
け
た
箱
な
ど

も
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
は
長
期
間
の
設
置
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
収
納
箱
を
防
火
費
予
算
で

十
個
購
入
し
た
も
の
。

ま
た
倉
掛
地
内
に
二
十
九
ヶ

所
あ
る
消
火
栓
に
つ
い
て
自
治

連
合
会
で
は
「
本
来
は
各
消
火

栓
ご
と
に
器
具
箱
を
設
置
す
べ

き
だ
が
、
費
用
の
関
係
も
あ
っ

て
現
在
は
十
七
ヶ
所
に
留
ま
っ

て
い
る
。
今
後
は
可
能
な
範
囲

で
充
実
さ
せ
た
い
」
と
し
て
い

る
。

倉
掛
少
年
団
育
成
会
（
山
岡

秀
男
会
長
）
主
催
の
ラ
ジ
オ
体

操
が
七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月

五
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

会
場
の
郷
社
足
次
山
神
社
境

内
に
は
連
日
、
地
元
の
子
供
た

ち
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
約
百

人
が
集
ま
り
、
午
前
六
時
三
十

分
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
の
曲
に
合

わ
せ
て
第
１
及
び
第
２
体
操
を

行
っ
た
。

指
導
に
は
倉
掛
少
年
団
の
創

設
者
で
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

活
動
を
支
援
し
て
い
る
初
代
育

成
会
長
の
倉
掛
８
組
大
久
保
格

さ
ん
（
87
歳
）
が
当
た
っ
た
。

倉
掛
の
住
民
ら
は
「
ラ
ジ
オ

体
操
を
し
て
一
日
の
ス
タ
ー
ト

を
切
る
の
は
気
持
ち
が
い
い
」

と
、
欠
か
さ
ず
参
加
す
る
人
が

多
か
っ
た
。

井
原
分
団
と
出
部
分
団
の
合

同
夜
間
放
水
訓
練
が
七
月
二
十

八
日
、
午
後
七
時
か
ら
実
施
さ

れ
た
。

こ
の
た
び
は
林
野
火
災
が
発

生
し
た
と
の
想
定
に
よ
る
も
の

で
、
大
正
橋
北
側
の
小
田
川
か

ら
水
源
を
と
り
、
各
部
の
ポ
ン

プ
で
加
圧
中
継
。
約
４
０
０
ｍ

離
れ
た
井
原
大
橋
南
で
放
水
し

た
。
訓
練
は
約
一
時
間
で
終
わ

り
、
団
員
ら
は
郷
社
境
内
に
集

合
。
各
部
長
か
ら
本
部
へ
点
検

報
告
が
行
わ
れ
た
。

七
月
の
井
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
が
二
十
九
日
に
芳
井

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
二
試

合
を
戦
っ
た
倉
掛
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
同
好
会
は
一
勝
一
敗
の
成
績

で
一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
た
連

勝
記
録
が
止
ま
っ
た
。

一
試
合
目
の
下
町
に
８
対
４

で
快
勝
し
た
倉
掛
は
、
二
試
合

目
に
岩
野
と
対
戦
。
序
盤
は
１

点
差
だ
っ
た
が
３
回
以
降
、
岩

野
の
打
線
に
火
が
つ
き
１
４
対

２
で
敗
れ
た
。

こ
の
日
の
倉
掛
同
好
会
チ
ー

ム
は
少
年
団
キ
ャ
ン
プ
と
重
な

り
、
五
人
の
メ
ン
バ
ー
を
欠
い

た
。
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ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

九
月
一
日
に
出
前
講
座

郷社でラジオ体操

【日時】 ９月１日（土）

「防災の日」

午前１０時００分～

午前１１時３０分

【場所】 つどえーる１階

【講座】 「災害に備えよう」

【講師】 市民生活安全課

藤井清志係長

※ 市から配布された防災マッ

プがあれば持参下さい。

※ 地震や風水害等、災害時に

おける心構えや避難場所に

ついて。

倉 掛自 治連 合 会

いきいきサロンあすは

倉 掛 婦 人 会

倉掛少年団育成会

消防井原分団第３部

井

原
分
団

＆
出

部
分
団

倉
掛
自
治
連
合
会
が
こ
の
ほ
ど
、
自

治
会
が
所
有
す
る
消
火
器
収
納
箱
六
十

個
の
う
ち
、
特
に
傷
み
の
激
し
い
十
個

に
つ
い
て
交
換
し
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
（
川
相
肇
代

表
）
が
つ
ど
え
ー
る
で
六
月
二

十
一
日
、
薬
剤
師
の
岡
田

琭

三

郎
氏
（
高
屋
町
）
＝
写
真
下
＝

を
招
い
て
健
康
講
座
を
開
き
、

会
員
三
十
五
人
が
出
席
し
た
。

岡
田
氏
は
「
貧
血
の
人
は
軽

四
で
重
い
荷
物
を
運
ん
で
い
る

よ
う
な
も
の
」
「
人
間
の
血
管

は
平
均
、
地
球
を
二
周
半
の
長

さ
が
あ
る
」
な
ど
と
約
一
時

間
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
説

明
。
受
講
者
は
終
始
、
笑
顔
が

絶
え
な
か
っ
た
。

後
に
「
中

国
地
方
の
子
守
唄
」
や
水
戸
黄

門
の
主
題
歌
「
あ
あ
人
生
に
涙

あ
り
」
を
合
唱
し
た
。
講
話
の

要
旨
は
次
の
と
お
り
。

◇

◇

Ⅰ

医
療
と
は

健
康
を
保
持
増
進
し
不
健
康

を
健
康
に
す
る
こ
と
。
薬
は

使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
好
ま

し
く
な
い
作
用
（
害
）
が
現

れ
た
り
す
る
。

Ⅱ

人
の
体
は
十
人
十
色

人
は
全
て
条
件
が
こ
と
な
り

同
じ
病
名
で
あ
っ
て
も
同
じ

薬
が
使
わ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。
薬
の
飲
み
方
、
使
い
方

は
人
に
よ
り
、
ま
た
状
態
に

よ
り
変
わ
る
。

Ⅲ

薬
は
い
つ
飲
む
の
か

①
一
日
の
服
用
回
数

身
体
の
中
で
有
効
に
作
用
す

る
時
間
に
よ
る
。

②
用
量
（
飲
む
量
）

血
中
薬
物
濃
度
の
有
効
域
で

飲
む
こ
と
が
大
切
。

③
服
用
時
期

病
院
や
調
剤
薬
局
の
指
示
ど

お
り
飲
む
の
が

低
限
の
約

束
ご
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

サ
ロ
ン
あ
す
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

関
係
団
体



少
年
団
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ

る
キ
ャ
ン
プ
が
七
月
二
十
八
日

か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
新
見

市
の
大
佐
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
で
行
わ
れ
た
。

午
前
八
時
過
ぎ
に
郷
社
を
出

発
し
た
一
行
は
、
矢
掛
町
の
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
立
ち
寄

り
カ
ヌ
ー
を
体
験
。
指
導
員
か

ら
パ
ド
ル
の
扱
い
な
ど
を
教
わ

り
さ
っ
そ
く
大
日
池
に
こ
ぎ
出

し
た
。

初
は
こ
わ
ば
っ
て
い

た
団
員
の
表
情
に
も
や
が
て
笑

顔
が
浮
か
ぶ
。
一
時
間
も
す
る

と
前
後
左
右
に
カ
ヌ
ー
を
操
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
県
北
へ
向
か
い
目

的
地
の
キ
ャ
ン
プ
場
へ
は
午
後

一
時
過
ぎ
に
到
着
。
早
速
に
機

材
な
ど
を
下
ろ
し
、
全
員
で
大

小
十
一
の
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。

ひ
と
休
み
し
て
夕
食
の
準
備

に
取
り
掛
か
る
。
お
母
さ
ん
た

ち
に
野
菜
の
切
り
方
な
ど
を
教

わ
り
な
が
ら
楽
し
い
会
話
も
弾

む
。
飯
ご
う
で
炊
い
た
ご
飯
も

ま
ず
ま
ず
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

焼
き
そ
ば
づ
く
り
は
炭
火
が
強

く
「
熱
い
熱
い
」
と
汗
だ
く
の

調
理
と
な
っ
た
が
、
涼
し
い
外

気
の
中
で
美
味
し
い
食
事
を
味

わ
っ
た
。

夜
は
大
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め

る
標
高
９
８
８
ｍ
の
山
頂
に
あ

る
天
体
観
測
施
設
へ
ス
タ
ー
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
に
出
掛
け
、
望
遠

鏡
で
見
た
月
や
木
星
の
美
し
さ

に
ビ
ッ
ク
リ
。

翌
日
は
近
く
の
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー

ル
で
水
泳
を
楽
し
む
な
ど
、
全

日
程
を
消
化
し
て
午
後
２
時
半

ご
ろ
、
倉
掛
へ
戻
っ
た
。

育
成
会
の
山
岡
秀
男
会
長
は

「
皆
様
の
協
力
を
頂
き
、
事
故

無
く
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。
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8/26  井原ソフトボールリーグ戦

※ 明治ごんぼう村

9/ 1  いきいき出前講座

「災害に備えよう」

9/ 2  消防団第３部試運転日

9/ 8  資源の日・古紙古着等回収

午前７時30分～９時

9/ 9  井原地区敬老会

午前10時～ 井原小学校

9/12  サロンあすは絵手紙教室

9/15  自治連合会防犯パトロール

10/ 7  井原分団第３部試運転日

10/ 7  第４５回井原市民体育祭

10/10  サロンあすは絵手紙教室

10/14  井原町球技大会

10/20  自治連合会防犯パトロール

10/21  井原学区少年団球技大会

10/28  井原町鬼まつり

11/ 4  倉掛少年団秋季資源回収

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

気分は爽 快！

倉掛少年団

７月２８日（土）

8:15 郷社出発

9:00 カヌー体験 矢掛Ｂ＆Ｇ

13:00 大佐山到着 パノラマ広場

14:30 テント張り 大３、小８

16:00 夕食準備 バーベキュー

19:00 星の観測 星空の館

22:40 就 寝

７月２９日（日）

6:00 起 床

7:00 朝食準備 飯盒炊さん

8:00 朝 食 ご飯みそ汁

10:00 水 泳 大佐Ｂ＆Ｇ

12:00 昼 食 パノラマ広場

13:00 大佐山出発 バスほか

14:30 郷社到着

少年団キャンプ日程表

親子で大小１１のテント張り＝新見市・大佐山オートキャンプ場

楽しかったカヌー体験＝矢掛Ｂ＆Ｇ海洋センター■キャンプで一番楽しかったのは、カヌーに乗

れたことです。友達といっしょにこいだら、と

てもはやく進みました。＝６年 浅井智成

■一番楽しかったのはカヌーです。なれてくる

と思うように進み、楽しかったです。＝６年

小川晃平

■一人乗りカヌーに乗りました。最初はまがる

のが難しかったけど、慣れてくると楽しくなり

ました。＝６年 文谷 真

■一番楽しかったのはカヌーです。だんだん、

ぐらぐらしてもこわくなくなりました。＝６年

神崎玖典

■さきちゃんたちのテントに行ってトランプを

したりおかしこうかんしてたべたりしました。

ばばぬきでまけたのでくやしかったです。＝６

年 尾名玲美

■いちばん楽しかったものはカヌーです。のる

まえは、とてもきんちょうしてました。でもの

るときんちょうがほぐれて楽しかったです。＝

６年 山岡早稀

■私はカヌーが初めてなので、最初はバランス

がとれなくておちそうになったけど、なれてく

るとすごくたのしかったです。＝６年 岡藤里

奈

■大佐山について夜はキャンプファイアーではなくて星を見

に行きました。星はきれいで、月はこんなふうになっている

んだ…と思った。＝５年 渡辺大地

■一番の思い出はカヌーに乗って池に落ちたことです。でも

気持ちよかったです。＝５年 浜田博一

■ぼくのキャンプの思い出はキャンプ１日目のカヌー体験で

す。カヌーは意外とむずかしかったです。＝５年 田原博己

■天文台で木星や月のクレーターがはっきり見えてびっくり

しました。＝５年 川相直規

■キャンプ場についてその夜こわい話を聞いたのでこわかっ

たです。＝５年 黒崎まどか

■星がとってもきれいでした。木星がおもったより小さかっ

たのにびっくりしました。＝５年 横田祐子

■キャンプで一番印象的だったのが月や木星をみたことで

す。土星もみたかったけど実際にみてみると木星もとてもき

れいでした。＝５年 小谷百花

■一番、心に残ってるのはカヌー体験です。カヌーに乗って

一生懸命こいだ時はスゴク気持ちよかったです。あと、夜に

こわい話をしたのが楽しかったです。＝５年 塚村美咲

■カヌーはなかなかすすまなかったけど、だんだんすすむよ

うになりました。プールでおよぐことがたのしかったです。

＝４年 山岡友紀

■天体望遠鏡で月と木星を見ました。木星ははじめて見たの

で感動しました。＝４年 尾名駿一

■カヌーは見た目はかんたんそうに見えたけど、けっこうむ

ずかしかったです。後ろにこぐ方がかんたんで速く行きまし

た。＝４年 文谷 翠

■私は家以外でねるのは初めてでした。またテントの中でね

てみたいです。＝４年 山元菜々美


